


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































61・ 62° 634 64・ 65・S
府｝一λ蜘c蹄誇働
































































































































































































































































鬼器 rビン当’ノの恵度（個敵） 例数 解化θ紋（日） 鰍L牽’（％） 備　考
1 り218 　　　■0．5 24う6 1 一 O 全卵死亡
2 12う6 　　　■0．5 2472 1 一 O 全⑲アぐ死七
?
りう20 　　　隼0．5 2640 ? 一 O 全弓γ庇七
4 寸140 　　■■? 約う80 ? 7
　　つ）約60 ノウフ・リウス期で1死七





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































永勺・－2－1蓋 珊 鴨．‘2 し8z 12■2■● ’ 1‘q　　　一　　θ、ρ”　，メ￥　　θ．〃
一
? ・1虻o q．o 一 1，（4θ ‘．4Xl　7．醐
．，刈♂ 恒げ L恕1 楠げ
・・1・唯：
→η．夕 6．？ 一 1．t言‘
．‘。、’z．1刈♂・よ剛♂⑱・眠げ14x1己叙
スわ一レン スわ一レン）
3皇
13疹
蒐永
お山
巾一2－3
qで州績1
斜
一
1．4
1・4
「τ、‘3
†、o
鼠6
浪歯’
“
，．4
2、？
¶、4
1Z
亨x
9、∫
’1．o
8r
θ‘
lo
11
『9　ρ・5　立ρ3ρo函　4ρ8
41
昭和基地周乏の工康藻類帖息と工磨累境
　　　　　　朱山　　優　　（島根燈㌧赦茸4叩）
土麟按の嬢につ・・てはすで1・B・1・…，は．緑藻類のαあ…。㏄醐花玩り素，β’・・
1920，PETI三RSEN，1951’1955・F㌔11SCH・7922・1942，　c4σcoceμぶ，α品7e倫，ノ叱レγ”ec～a，！〔らr～θ1〔克，’蓑…
陥1TSCH＆Jb蝋パ942，克Hパノ1う42“βHほゆ3＆障・轍Φ〃』”6」〃㍉〃σ触μ砺おs，疏ツφ④富尾
D・駅L，1964，S・↑M細。・・醐A明，1リア6掬ぽ祐！ズ，！姑．ゆ・・碑うん毒顛のρ6・声・・
働こよつて硯殼娠・・る・この中内捧・φ励，獅e・・ぴ・Z！・など・“主岡ので’あつ
S峠・D・⇔・…LL」％4・ホ，エ壕の鱈疲た．獅昧がうけると，そ卯・ん・・の
は繍加ラと嫡奉つい・御て“れが騨励峰㊥・｛パ・ゐる邸’
羅‡魂遵黎隠㌘㌫1鋤了繧㌶㌘’る｛eとし
るエフ竃の月己沃4邑、さ．うに1よこ身cらノ菱※更が遷移　　3）工彦穿のノロロ7イ・レ！含・董にっ・’てケ
硯㊨刺・初る周‥アとレての果す役う・，最新引ノ泊弓和・2畑／8織
割じついては，βoo獅，79村，β川五ムDS．195Z　の・しのが認め5水た．このよラη工壕φア艦
α和N品8R。w・，派パ978達の鞭缶するとトン嫡湖紡・して桂歩保るク・・7イ’レの
こうである・証c・。。M・・1聡’・よると・繍・・ク・’…’桝主畷微1鋤挺Gる
｛霧竃i議鷲謬欝姦璽籔1…三竃駕欝，
　づη司は特に二φような，勾金藻類とエ途壊〃』ぬc・ぷ｛タ⇔舵勿αなげが認めタんた・こ
境要倒・咽互桐輪掬とレ赫兇点がら．わの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葎麹⑳悶タの↓の1穗’競麦蛾び’訳
極地じあ・ける〕競毛・列ングの一履パて，欄・・“とん・惚別事かヅ砺ナ
堀ぱ玄壊の畠泉老化現象ε知る子が鴫ガツ才待のいくっヵ・㊦・↓の∫二つ・，て13，培凄の‘蜘’こ
る勧危工痢拠の勾慈にっ・、て按吉孔克．なパ歩癩翻φ・ぱ鋤帖．こ助の
　1）工遠中の津頬ノ門才マス1こっ・・て1よ、万声み重1功菟数剤は，荘地におけるヱ壊藻簸
エ砂6射1諌養鹿の弓ズ態εタロひとう時フつの・し；ぬ・松鮎の翻・・鴨える
が・’ヅぼ之姑る．乎卿者彰師よるエ壕しと・“て・言多．このれ口遠ク・・㍗・レ
綾の湾葱ヵv認めタれた・81三」柔あ・よ◇滴プ　きしとひある，
ンク㍉レ争9ち～刃Lぷ）」乙乏きンニノラいて二・ま　f・87x　fO4繊　　　　4）　）孝］考と三2L瑳4レのづ以｝こ｝隻」と　し　て　｝ま，　NO3－N
㌶巖巖芸磁t㌘袈鷲蒙鷺1≒；：阜。；鶏タ；纏急ら㍗三1；：｝㌫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牡癒魂穀する・夷・く依・・．鵠〆いよつては・ゴ坪（1・3・1°つ’駆1詩咳
カーレン（6・4×10午）などは濫亭域の▲廓ミ1し土吃・干㍉『誇了τの危麦更の享舌タ立看子ゾカ’ハ
匹吻する．　　　　　　　　　　　　　として、工癒ぬ液防電気イふ茅凌1↓つ・・てみ
2）工斎瞬綱戸・・砿飼・謁る・EC・t84～寸仰戸偏季’勾3。6・ソ％
五では一慾釧9吐康1・っ…きば王4靖所勒耐勧栖九し・’レ，郎・
～1・t・⇒碗刷の均麩さ魅．出現纏工痘’戸N⑭玩・は職一い刷〔鄭々
殼竺㌶sと云藷巖纏議｛竺驚二遠鴛㍍忠ぷ禦㌘㌘二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42
；考える・，、梱蝿噛合、抽縦。EC・・
1碇這φ‘諺＆鯖・とはζ・乏パ，々桂
のノサメーター・・多・研砲▽ろ5見θ埼
殉・・ξる．
5）工噺・・話庖ロ4‥クー7才
童・のf幻イ肇・・。…みると，NO、－Nの，む釦
・・。・74・男い・手咽ザ鋤拭る、一ナ，
po・碍Pとの倒イ4・穗．・・。・θ7て丙細迅’・や
や低…w“紗パち．
　6）エ噺の’號・釦裡’鮫畑れ・ザリ
のかと・…　，勾麺衷庚綱・漁見び
ら鋪厚・・ん1；。侮の離・⇒朔6P…
イ〃ツ艦イぎ城み⇒被争κ6f．・パ㊧碗互
蛋・NOゴN・・キ咽・、・・。・…＼葛ゾ
FO今一Fとら創肉ぱ・・o・34・・めハ．あぎ
ヲぽ・肉‘を埠為錫か・一のもと・’巧
乏る・“N塩・三邸レ序4θPは。・なリ遣擁
ノ≧ノ“ラメ’ヲー’二なリ待3診、、，　Pタきと1ン（熟し之．
（ま砲るひあうう．aち擁テ刈。ジN・，
PO今一Pのイタ・チ惨七にっ　・’て2ヂ25と　’　匂1ち　フ　啄垢匡〔
0・ろ∨⑳L実が≧えあらrト5，このしと∫ま，Nみ
よ仰の罐園デ緒な・し・ひあ3しとε
姦唆口・・る．しガし，5）1・エしちように．
擁戸ク・・7イ畦・NO・’M却¶雨
パ…バゆ鴫⇔Nの勲・・ヱ噺
の6ん濠酢咽か一・う’し‥才葎牽ひ巧．
　7）　　こ　φよ　うメ雪璽毛‘≦↓良ヒロさ2L」し！7－z　し・る　と
彦ジ輔弘藤璽・慨パエナ紗・描
・ほ壕争一覗が観wる．ち⇔づ，土
のよ戸，夏争・あプき纏・い分ぽ多
ぽご綴蕊篇燈：「寮
考えられる，
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日甜P基τ也周辺の」二奄チ吸
゜イう・野良jk・入島康行・松田潔ト・神㊥努史・入山ほ邦
（早ス放董）　（同丘　）　（国主極蛎の（β1丘　）　（　同方）
　一搬尺τ巴表面がら荻本ぐれるCO、（上射牢可る阜因（温度、　k、聯物の賓．十なピ）
吸）量1τエ嘘申lt蓄績され1くフ『機＄勿の！今解速、』宕痔な剛系⑦あゐ二とが堆察ぐれゐ。膓⑦
郎”捉す砿あ・測鮫崎．水⇒物・ヒパ0・繊赫ヒか畔・今・ソW牢、
ど1くよる宿機物窃流友0“きわあ2少なく、ユ　友治布「華と呪各稠司俵教が1『昇Lも高o㍉
rζ有磯物Ψ匡入款な変勧が写い参1こ‘冨・あ　rニニヒ㍗支奇されム・
る限らψし「く肥7規ガら6文尖ぐれゐ（二砿†斥X二
τ固定ぐれうC白量、可なわら一次総培1与量
1て紮凝篇1鵠毒酬込r培取～れれ忽戴難雛㌶、還力；魏：
吟量・エ商・っ訂撒挑ろcの†側co滅時ε・灯樋舞1・才幌しr・・
足しrく．　　　　　　　　　　　　　　①測定マれrこCρ、放玄迷友とそ・｝耕ぴ珠取
一 ユ・℃τ・膓嫌繍但Mいr・き糊も那之・ぐ純幡（短びらの摘川ヒ・1罰係ほ、
；慧1璽麗鶉綴ぱ鵠織旨鐘£｛㍍濃；1㌶lx4：z㍊㌍
・κ渕超かρ切レ・／979嬉榊・敵＠）随似吋r・・綱係鋤・・ク・τ
つv・7’」ぐらハミ20°ノ5・じτ・し碧）1定εテ了・rこo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ，rこ、㎏，φ・らのあマが25のレ以」」防セ或
解オしk｝榊‘赫号噺翫ピ1所わザ、τ祓ぱ度ぽoとし・μ㌦以和・、！4、
¶碗ユ搬に恥τ・．一蜘定」破肌τパ・鯛℃久・柳（／！・。β・砂（・ザれ
ξ瑞は更験夕内ね“抽・鋤が：昆入t／・’c励ヒzつτ肪ヒしr・。
い・防τ＼絨・剃定川破わなが，7こ。剰②／タ碑几！夘・射♀熱Lヒ▲・っくら
定後・試料†の末・4ッソ．有磯態炭素輻定．れrζ面才ンプル《島の泌図ε2∫働田オ（彪図上
号した。
　〔3考果〕
　　　　　渠・1定値の乎均値
　　　　　　　　／？72
灘驚繊ぴ。㌦ア
CO含1反鬼凄度＊　　　／、③3
蘂k牢（乾工あrこク）倉、7／％
ケー’レダ’一’レ〈1京）k　o、3／王
有磯態炭素末＊＊　　オ、26
　　早住＊
　　　　　ホぱ
／ア7碑ぷ鐘愛窪
！979
　タ8
0へ3、虜7
　0、♪8
ヲ、タタ％
　o、〆34
／、¢／
吋（ンμρ♂」り〆5θil・dワ
呼／〉／3妙s。、卜
　　　　」ヴ．。ll
　　　ほ／97ア与θtのよク
τ・‘」タ＿目）のX∀沁1こ拓rこ。
③裸τ巴が夕〉％以」L令よれるz蜘二っいτ・膓己
纏助仏融偽・杜恥1τべτを3枝
P皆のCO・採書ぱ（久ぴク弁・久／‘伽〆膓♪
1てわりふ，「こ。
④’昧面の目乎均気…温がOt以」二に塚る／2・月
～▲月まτ‘εC亀荻彩期円としrこ。4ε本の蓬
β一coぷ縫加線野均しほ蜘系拠
采の、／oヒτの杖±違度ε本月の平均屯表面
搬τ’の旗鑓度1・鮮し∫・。
⑤¢素向0・ら探マTC仇まτ♂層が喰物の猪動
範囲τ・あるじしr二。ユ孜礼o層力Ψ砂，／1・豫㍗
猷鉢1・パ眺し鴫ふr・り・工濠
董号εボあ「こ。
最ス値τ・2イ4↓ス」二に・乎’ヲィ五τ・／5停ん周が④／2月ウ・ら2月よ］卜3綻♪§窃放±違意εんつ
汀て。）o苦・1叫ッソ、炭素舗孝がユ傍面纏ほ変から和・としZ吃れぞれτのCOユ枚
以崎∀、r・）ヒ璃伽・袖L思わ蛤。埠已倖し丁・。
　エ秦チ吸⑦入ξぐほ工唆ヰの宝物の膓舌・腔に⑦コゲ壕団‘6討享の打象民しなρ㍉rこ。
よ．て乏配ご♪しτいゐ②τ、笠物の膓‡’性1く景ラ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　44
〔まとめ〕
　　斗均CO2放±速度（亨（ソooγ4γ）
　　　　　　　　　　！よ月　／月　2月
Rそ均地表角1顕（∠ヒ♪　∠、0　73　　ぴ0
Cρ2低1反去叱残
（二伍高放±q3或
ク、ρ」～6　0、037　0、o〆／
0、／02　　ρノ80　　0．044
面緒rぬ）
糟杷咳
ハピ
COユき杖±電或
ε罐㌶
タユ3、∋
／7、ユ
ユ24、5’
　3／、6
　／ク．∠
　　　COユ杖玄量（暢C／物砺）
　　　　　　　！2月　／月　2月　　ぷ†
Co2　flirち支±叱τ或　233　　332　　♪タ
　　　　　　　　　　　　　　　　ユ！ん～CO2高言1〔玄杷，あこ　ナ／o　　ク弁タ　／タ，
翻・ラ・・1レ島錐坪命硫面誠診⑭じ
以工の3テ酬ハ・、2．〆じの戻索がネ累・じ緬
ザら杖±される。
・・値ε裸⑳羨・・乎剤るヒノ7・♂C鬼
となる、有機物防乎均泉秦心有苧εσ％L『
6い／ゑ⇒吻幅τceヅ甑がる・
　膓∩数値乞撒乞宝序量とみ3と、　　　　　　　　　　　　　氾琢’」」の宝
態系として1冨き｝トあ1／1、才く、W拓tヒαker
＆Lilミenδ〔外！タ7∫㌧）⑳示しrごラ量｝こよ｝民1δ“、
「真の砂羨」パ租きする。
　二の7復草‘6多くのイ支足εノトん2“いる。7チド
穆氾面肩「も一定としrにと、微彪形バよう水
か緋靖慮し・よめr痴ポ累1吠河影
響砕るる訂τ肪・いし前知過入坪
価功後か過・1・き鞭・及因ヒなる吐紡
え乃ヒ・／o㎏／x久・ノr　窃才一ダ’一防一次
醜昔｜的ε停r・⑭7・‘商・・φ・と思われう。
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昭和基tt闇迅（ハt庖勤物
　　　　　　　　　　　　大山庄秒　・犯田達却
　　　　　　　　　　　　　　　　（稜陀疏）
純の睦飾樹◎ぬ依緬吃仇獣枝・τ令和百リ，亀諒砿離贈t・㌔3£
奇わめτ官諺マ’胡る．寅冷τ’亮燥し玉気候のの』してトt∫’乙三やダニ∩、1・耗培足鄭㈱肯無
ほ伊，憧上生b！ニヒ・マ生1＄♂墓盤と方る主　ら眠マー）う，田ib基tセ周辺やらt3魅のゲ＝
ぷの輌ゼ‡騨士の他⑳tぱ1冴られ3よ齢・嚇‡血τUる．こ旭の柏bの樗賊
うな発達t示しτいη∋．　　　　　　　　析とし一し（ろ睦上生徒か二け毒類や薄替卵！・昨
　上遠の弔或劇輌礼作伶によ・て生C仁t蔭茎でみ6brγos芦たm　と一亀マクρケ植生の
暢窄，寸ら1：ニルh．に埴｛均ち△・おイ乍爾し〔徳〕甑弓U砂世τある改θ0’勉9γ～fヒm　』ぜぶる．
W・｛韓し，t遠∩んぼ造》うイし㍗起こ3二と　8窃b甚地鳳耗のc輪嫌パy5荘肌1こ令弗¶3
でみ3．感秘生頁めヒし一しの砂駐回に足■’れ9”二跨のを発普集ε試汁，＞t木らのゲ嫌賓
τ名φ甲て鮭猿しτ函り，→（令4件仁癒ま十セと漁萱しF．下［込■肇才二γル患の各性藍に
働†でrr麟恒咋額の小瞬市・醐鋤・3．あいZ一詩⑦碕畔1・X麹朽71＝ぴ個住
二〇ばうに上遼前耳の初期め陰稽芦趣奮才れ数主示しE．皇全体仁わた・マ萌う経辰湿気
づも∩の，㌣体見上ぴ画ヨ畝槌奪丁れ与M．　芝有司う砂玉甑し干．メ⊂諏としτけ邉の＊
吃内：け4し宇的与遇鮭ぜ竜悟ヒ食吻れ，t壌玩雪φシ甑，綾警ちむ・で・あ3．露怖に‡・マ
物喰㌣花物鯵に他学的豪化芝衡ぎ苓t三払に信佃体数に多少t♪宙3もの0｝皇全佐に4）仁・τ
水とみ6翁蔭の温嵐ぜ肥奪と㊤あれS．控φ冷布しTt｝3．
水正写ε仁劇議頚¶1毛剛恥秒，て輝奏し、今回二九らのダ＝嶺嚇咋栖順可3学㊧
表肺ぢがぴ了怜廿鯉い弓い与ぱ←柱としτ砂の司・4鵠ΣQ娩物と与・マ4‘～
叶～略や㌧麟雅昧御辞粉て・刹，と卑柏＞3ぬの傲・1・灘細晋に蜘しべ
土憶の鳥分礼とぽ軸ら仏巧t，，　　　　　Aらとダこ《轡体教と司南伎t●ぺ1み1ミ．
　二⑳ような上遼猿件のεとにも睦上竜bめぜ’
?「?ーー
守9
??
46
　　　　　　　　％如瑳従周已の爵類
　　　　　　　　神頃惰史
　　　　　　　　　（種姥研）
鰯鮒穴、⑰柄ろ繍猶群，欲麹して∪れ噂鶴数紗ない．と・う〆蹄麟K
える縦は、翻緒肩の鮎砿ぐ道舷ラ庄1袴レう砲・ス伽m揃α1酬αM沃二で
纏《ぺ欠勢を5めることであゐ．この縦を鋭ほ欠癖券をなレて憂夏乏れrく。ラド河φ毛レ
竃螢鱗1魏藷i議《鷺；嘉竃鷲霧1籠i蓋
　　　　　　　　　　　　　　　　　邊誇讐1：㌶念1蒜綴諸㍊渇翫どをれてψ入し健してであゐ
し、，徹駒†を脅フi豹趣疋碗での繕1吻の
1富擁て・はな・弛解砿追ヒ嬬呼舶レンエ・くつく姑碑釘・くお・・てで瞬・
き㌫㍍；騨襟7ワ1！鰻1灘麺警覆雀i難竃懸；㌻7㌘鷲詩：誌：
の嫡鯨1訪あてtほ乱二砿ラ・ユ融徹間’じ鰍・・鋪して・ろ．レ炉いη構
欠働グロ’内以飾K関レ錫魚従1姪…釘そφわ・プ，ラ噺・毛レンの4飾瞬
く，デ’タカヲtクて’1儒ちZし，。　　　　　　　　　ってrおリ、’8考臼｛rKつ4らφしZ1φのて’易ゐρ
イ％加験輪のロ’カ〃癬麹めタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zれうり雀彰岬Kおヴろ雀肴董膓更t包ヲ｜4河・
懸竃籔臨覆鐘i竣撒i露㌻▲i鶯㌘鴛
の繍畷多κ物脈めκ功硝φ戯1く溺雛拓の微獅1を砺妙解助榎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳1くよ，て側｝明レて、，〈zとボ，今’鮎繊榎鮎続くからで励．爵翻聯のラ恥12，
泥広Kよ？て綿当呉なゐZとカエく知られて　Y万るど多えて・ハ万．
霧言㌘：奪羅雀熟：；鶉鑓嘗A・、cぴ纂㌶か工譲ザ刷乞多．
禦㍊議罐；纏、鴉㌘耗㌫1利免糎鋤り吻今纏の級
兇6碍て・，ゐ。人餅柔蹄K蓼レ・）竜彰岬は．乾
燥姥が多4、籔穐群誇の規漠1劒・さ4，豫く
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　　　　　　　　　　　　大型動物‘斌る環境堅硯
　　　　　　　　　　　　　　　　星合毒男
　　　　　　　　　　　　　　　　（施地万の
　〃クぷ早航塁椴力越恩追機κ，脇和劇也イ牛の中功仰が1仰痔どの∫ラ1（作用しく．
周辺の、　アデリーペンギン／　コウティ（ごンギンあろ勤物ノリ個体数毛愛動さ・せ玄◆、を明らφ’斥
ウエッデンレアザラシ・功怖ヒ個体教の調査t　寸ること14春易でない。がぢソ長期に亘ろそ
実施した。観※1苛寮的δク断髄9耽ので姻リパ駿杓醇であ励。と・、ク之．ぺ
あっ］たφこ従凍♂知，見と合せると．∬研ロ靴ンギン乞使フて勿ヲrキァミ靱が」鷺味ノ）ない
周辺におけろ，：れう3種の大型動物の周「来．託θピと畜ラ幻叶でぱぢい。斜ηところ．彦
の楠的醸砿嬢ど汲の役蜘1色1畝翻くペンギン綱体綴動乞縫シ昧
寸ことので÷るi叡斗だとラt≧乙られる．　Zた．　　　　　　　　　　　　　　　　 　るだ1寸多ぐの資料ε集種すゐニヒが先痴可題
二れうり搬乏※施レ得たという実績1づ，環．だと老之らホる’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二川ク｛（，人の聞接的筆耀場劔別・境モニターの一項自として，大型動伽個体
教監視を加乞る上℃」腕室穰iの使用ε前提と比べ《，直接的O干芳の締果ぱ桧客レ易い。
し綬長期にわたゐ搬ε衷施レ得ること1…月r・　しガし．類イ喫φ紺棄㊨亡異なる地域ザらイ4・らψレ
す根拠となクた。　　　　　　　　　　　　　た場合K｜す　その原因1訂ヅ可・しも司じビレr冨
翻醐触態系にお哨献栄養卿皆t・位働恥こヒ1（離†ぷで励．二順K
置する大型動物ろイ徽麦動14．凌態系全体っいれ紗幻（速べる◆こ曽ず1甘整視ε綾1す．
の動き⑳4絵さホ叉農規り’っヒ考久るてとrジ3べく多くの・結果を揚，その俵フて来ろ原
φくぐ烈う、したφぐ・ち主とレ赫1生彦着因醐ラ・’κ拍煙砺後．
，低次弟膨贈1て勘る動物嚇乞‘了ク場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きビわ　む　　　
暗動章因，お∫〆初麹の他鋤へのミ蜘ち，胴砿・・ウ眺砺こと珂能1くす・…　　S，。，es　a，d、。w　Zea、。。d＝1瓢・・
る．∂た，蟻王・碑・潴鯉転雛、乞・。・G　　t°瓢購゜［te「1，レ・ノ
知ることrざ，伎態系〃）▲微εメ巴握する」ニーで’1000
処間る’こコ（．聯醐碗ろ一・目1＿3。＿5＿，，＿。。。，74
として，人聖動物力個体教調査ε長期に亘っ
て禦遵蒜㌫㌫融図・コイズ岬の一ぺ・遁還醐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ鳩瞬のロイズ岬1姫アデハーペズン，♪メ・下にびる」’う眉｝、匂表ざ環境に汁寸る入、
の・影i寧ε監視するそ題llワ．　ならち‘（，方児で’のルッカリーがあゐ．　7あρ初＆汐ηr！タクゲ）（図1）
鵠1瓢齋　　　　　　　　するための蜘的η知見K依ると，ニノ｝ルッカリー♂ペンギン便噸　　　　　　　　杉村わ《・・勧れ19，〃5併．マクマー隊地臓嫌裁少レ
られる。ここに，ある饅のペンギン杉用いス数。し㊨、シ　ノ9‘3年以来．ルッ声リーへの
環境監視を4そおクといク秀乏◆ぐあ後。〃クゲ年イ孝立を規剤したと二ろ，個徽が回復し綬ヒ
〃）鼻ノ㌢回ぷ以だく鯵会吟稀碗k物イ董業剤▲の勧いラ。
老，館〃一β1・乙一ち在αμ一β／〃乙一・奴二励曝地の畝綱のオング1レカルベン
・特1く後着⑳よう1く，ペンギンの個微の変勤に目，・、・規柳3アプハーペンギンの’レツカリ
を通シて，i生」阜餌弟十庄ノ吻であうオ汽フミ，イカーがある．膓⑳’レッカハーにあrアるペンギン
の個微麹とく・筑敷雄し口い・破卸〃碗吻〃96の1渉・ノ調沓馳
ク初ぴ参．し◇㌦一媛」・く，聡環麟〃昨旬磁綱繍κ垂有こし醐ら㊨’
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になフている．ノ9〃年μ来の／！月中旬1（お　　ここで）アデリーペンギンの扱餌ε紛げる
司別固体粒調査の飴果乞図21ζ示し綬．〃‘詐泡氷の氷’況そ多之ろこヒにする・い3．泡多｝〈
妨／〃8欄醐糊∂での問，碁地・萱淑況碗標と汲「λ・じ刎諭基地への接
　　　　　　　　　　　　　　　　　　声の扱看をとるヒ，　図2に示し友遠じ，である。
　　　15・　　　　　　鋳嘉鷺鷲霧鵠謬袈ち篇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1宣．／タククーク8糎に梼凱ただけて“あゐ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　5・じが榊する菊牛がアデリーペンギ’ンの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　摂概界易にす硫イ牡魂する叶れ4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／76併φ・ら／9ク〃年へ枷すての個体教の惇加
　　　1°°　　　　　　　と，嘘の〉砂とを醐有ユ勺“赫る・
　　…　　　　　　　ギンの個徽げパ如てっ檀酬わゲ香
　　…’5・　　　　　　　　　　　　　　㊨’f4喫昧あう問題であう．アデリーペ〉ぞン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の個鉢殻勤傷辮丁る上で毛，唇期仁亘る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　万断の綱雪が望∂れる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　陶・蒐地同匁ぱロス海1二比べて北K位置レ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている◆“：夏貝月，ラ参氷oぐ残る倒合ぱ大である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロス海あ却のアデリーペ〉ギン毅ほ〃8w値
　　　　i　i　㌻i筥　i　　別可，賜匂碁地周巴で1碕々3〃ρ羽である’
　　　　z　三　《話三三　一ら麟地域噺斉線の女1佃瑳働
流叶t去っfζこεがあっ欠と維足され．ているφこい，開木．面φザ例与でさろφ’看がψζ両地域に
融の鯛，回細棚砺る．脇時地のお晩アデリーペンギン働徽哨猿1く図係
れる・ノ脇鞠騨丁噺申断鉢文〆輌繊で・駕アカペパン刎固緒・訂
陽離設贈轡努㌻綴き㌻蜘乙繊れる硫が畑’ヒ旦われる゜
η個徹・傭加し励ぴる．とこう∂：二閣櫛勧生物調査嘩川働無地域
鍵響：晶護1る轡㍑鷲製亀ζ1麸；繍i㌶提ファ多㍊
願の入数1翻力呵資いゐ㊨～ごく僅㊨’でじして，と牡ヴ姉ている随獅い．
袖．ル・カソーへの訪網鞄どにル人差桁（，贈縁雌把哨大墾釦勿θ万御4
’朔いと馴フ焔．人の擁が徽1冴吻れ將来同。し二う・次oい，物携巨殉
て褒吹ヒ、・ラカi乙を槍くろ：レdでき恥・が：基本旬な賓茅†の蕎積ザ望舖ろし二ろである，
主ぢ、原因ヒ考えるのr詩兵理であうク。
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